
ジフェニルエーテルの濃縮度試験成績報告書

1．　試験期間　　昭和52年12月10日～昭和55年5月19日

2試料名　ジフェニルエーテル（試料慮K－249）

　　構　造　式

　　　　　　C＞・◎

　　　　性状　外観：無色の液体純度：999％以上

　　　　　　　　　凝固点：26．7℃　溶解度：水に不溶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（提示資料による）

5　試験方法及び条件

鷺劃一一一一一よる
　　49基局第592号」

　51　試験装置及び機器

　　　に）　水系環境調節装置　　流水式

　　　（b）　ガスクロマトグラフ　　　（F工D）

　52　試験条件

　52．1　T　Lm試験

　　（a）試験魚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　斎　　　　　　ヒメダカ　平均体重0．34g、塩化第二水銀検定合格魚

　　　　　誓田端健二　用水と廃水　14　1297～1305（1972）

　　　①）溶解法、分散剤及び分散法

　　　　　分散剤
　　　　　　　　　　硬化ヒマシ油HCO－2D，ECO＿100

　　　　　分散法
　　　　　　　　　　約40℃で供試物質1gと硬化ヒマシ油HCO－20

　　　　　　　　　　1gとECO－10巳2gを混合する。これにイオ

　　　　　　　　　　ン交換水を加え｛1に定容し、1000p即（卿）

　　　　　　　　　　の原液を調製した。

　　　（c）試験温度
　　　　　　　　　　25十2℃

　　　（こ）結　　果
　　　　　　　　　　48時間TL皿値　4・6p皿（W／▽）

52．2　濃縮度試験

　　（a）　外部消毒及び順化

　　　（1）　外部消撫
　　　　　　　　　　止水状態で10ppm塩酸クロロテトラサイクリ

　　　　　　　　　　　ン溶液で24時間薬浴を行った。

　　　　（2）　順　　化

　　　　　　　　　　　25℃×21日

　　（b）試験水槽
　　　　　　　　　　ガラス製容量1001

　　　　　　　　　　　　　　　流水量　5761／日

　　　　　　　　　　（原液：希釈水　21皿：400皿1）

　　（c）試験魚
　　　　　　　　　平均体重　約51g
　　　　　　　コイ
　　　　　　　　　平均体長　約11c皿

　　（d．）溶解法、分散法
　　　　　　　　　　　　　52．1（b）に同じ

　　（e）試験温度
　　　　　　　　　　25±2℃

　　β）試験水槽の溶存酸素
　　　　　　　　　　　　　　図一19，20参照



〔9）水槽濃度

　　設定理由
本分析条件にむいて精度よぐ定量できる濃度

は約2．5卿（図一4参照）である。水分析時

の前処理操作にかいて100倍濃縮が可能なこ

と、及び水回収率7水槽濃度の低下率を80％

と見込み低濃度区の水槽濃度を決定した。高

濃度区については低濃度区の10倍とした。
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5．2．3　分析試料の前処理

　　（a）魚体

　　　　　　　］蔵’』豪一漁l

　　　　　　　　　　　l・体重測定

　　　　　　　　　　　1・細切
　　　　　　　　　　　モ
　　　　　　　　　　　1←1N－7k酸化カリウムエチルアルコール溶液50ml

　　　　　　　　　　　i．アルカリ分解（go分間）

　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　！・放冷

　　　　　　　　　　　…
　　　　　　　　　　　i←10％塩化ナトリウム水溶液150mユ

　　　　　　　　　　　i←n一キサン伯0円×2回

　　　　　　　　　　　1・抽出（振とう10分間）j

隊■一一一砲…勢サ輝」
　　　　　　　　　　　←10％塩化ナトリウム水溶液50ml

　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　・振とう

　；一一L一＿．　　一一・一一」一一一一一一

　i水　　　層i　　1n一ヘキサン層1
　＿＿■＿一＿一＿＿一l　　　f一一■一一’一”一一一」

　　　　　　　　　　　1・脱水（無水硫酸ナトリウム）

　　　　　　　　　　　i・濃縮（・一タリーがルータ5皿）

　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　i・カラムク・マトによる列一ンアッノ

　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　い定容

　　　　　　　　　7＝＝胃一ユ＿＿＿．
　　　　　　　　　1…GC試料ll
　　　　　　　　　l…　　　　　　　　II
　　　　　　　　　J⊥一　　　　　　　　　　　一iI



　　　苓　カラムクロマトグラフィー条件

　　　　充てん剤　 5％含水シリカゲル旬gn一揖サン充てん

　　　　クロマト管　　ガラス　20血ゆ

　　　　溶離液　第1フラクションエーテル2・5％含有n一キサン60mユ

　　　　　　　　　　　第2フラクション　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　ろ0工血1

　　　　　　供試物質は第2フラクシ甘ンに溶出する。

　　　（b）試験水

　　　　　　　i試　験　水1
　　　　　　　』
　　　　　　　　　　　　　　　　第1醸区　 第2濃彦枢
　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　l’採水　100皿1POOm’
　　　　　　　　　　・←n一ヘキサン　　50ml　　　100ml　l
　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　卜×
　　　　　　　　　　　●抽出（振とう　10分間）　　　　　」2

　　　　　　一一一■．＿．．」回　　ロ　ラ　　ラロ　　　　　　ララロサラコうす　ラ　ロハ　　　ラ

　　陸＿麗i…n一能暫遁

　　　　　　　　　　㌧脱水（無水硫酸卦リウム）

　　　　　　　　　　　。濃縮（ロータワーのくポレ≒ター）

　　　　　　　　　　1・定容（101五1）
　　　　　　　　　　L一、

　　　　　　　　　GC試料1
　　　　　　　　㌧＝一τ」i」．一＿一一1！

52．4　分析条件

　　　ガスクロマトグラフ　日本電子製　JGC－20K

　　　検　出　器　　水素炎イオン化検出器

　　　充てん剤　アピエソンL20％／クロモソルワWAW－DMC8
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　80一100メッシュ
　　　カ　ラ　ム　　ガラス　2血nφ×1m

　　　カラム温度　　て65℃　注入口，検出器温度　250℃

　　　キャリヤーガス　　窒素ガス　1．4kg／Cm2

4．試験結果

表一2 濃　縮　倍　率
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　5．1　試験魚中の供試物質の確認

　　　第1濃度区8W－aの試験魚（濃縮倍率468）を用いて該当ピー

　　　クが供試物質に由来していることをGC－MSにより確認した。

　　　（図一・12参照）

5．2 　部位別魚体分析

　8週目の供試魚について部位別分析を行い、結果を轟一3にま

とめた。

　　　　　　表一5　　部位別試験結果
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　5、5　排泄性試験

　　　8週間の試験終了後、正常水（供試物質及び分散剤を含まな

　　いzk）による，残留性試験を行った．

　　　この結果を表一4にまとめた。

　　　　　　　表目4　残留性結果

「㎜… w嘩．、’11冨、残更率☆』』『u一一一一r■コ
に一＿．÷．2ヨm．．編1開麺1浬造型季」

ぼ1璽挽、禦li郵締甦竺㌧
1第2醗1　D・・i5a21＿…士881i　l
L＿控5i．璽）1一壁）i円㌧
　　　　　斎　　濃縮性試験8週目の魚体中濃度（平均値）を示す。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（）内は平均値
　　　　　競　検出せず。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　上
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